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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
三
号
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
三
月
長
尾
雨
山
と
六
三
園
松
村
茂
樹
キー
ワ
ー
ド
長
尾
雨
山
、
六
三
園
、
呉
昌
碩
、
文
人
交
流
、
近
代
日
中
文
化
交
流
は
じ
め
に
近
代
の
漢
学
者
・
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
（
１
））
は
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
か
ら
一
九
一
四
年
十
二
月
ま
で
足
か
け
十
二
年
に
わ
た
り
中
国
上
海
に
滞
在
し
、
当
時
中
国
最
大
の
出
版
社
で
あ
っ
た
商
務
印
書
館
に
勤
務
し
な
が
ら
、
「
中
国
最
後
の
文
人
」
と
称
さ
れ
た
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
を
は
じ
め
と
す
る
上
海
の
文
人
た
ち
と
交
流
し
た
（
２
）。
そ
の
際
、
雨
山
が
文
人
交
流
の
場
と
し
て
よ
く
用
い
た
の
が
、
長
崎
出
身
の
実
業
家
・
白
石
六
三
郎
（
一
八
六
八
―
一
九
三
四
）
の
経
営
に
な
る
六
三
園
と
い
う
広
大
な
純
日
本
庭
園
を
も
つ
日
本
料
亭
で
あ
っ
た
。
白
石
六
三
郎
は
、
旧
姓
を
武
藤
と
い
い
、
鹿
と
号
し
た
。
長
崎
の
人
。
上
海
の
日
本
租
界
で
う
ど
ん
飲
食
店
・
三
六
庵
を
始
め
、
続
い
て
日
本
料
亭
・
六
三
亭
を
開
い
て
成
功
し
、
一
九
〇
七
年
、
租
界
外
江
湾
路
に
六
三
花
園
、
略
称
六
三
園
を
開
業
し
た
。
そ
の
財
力
と
指
導
力
で
上
海
在
留
邦
人
の
中
心
に
な
る
と
共
に
、
呉
昌
碩
を
は
じ
め
と
す
る
上
海
の
文
人
た
ち
と
も
交
流
し
た
（
３
）。
本
稿
は
、
雨
山
自
筆
の
六
三
園
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
長
尾
雨
山
関
係
資
料
（
４
）」
に
、
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
お
り
、
長
尾
家
と
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
調
査
国
際
連
携
室
室
長
・
呉
孟
晋
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
拝
見
お
よ
び
写
真
使
用
が
叶
っ
た
。
こ
の
考
察
に
よ
り
、
近
代
上
海
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
の
重
要
な
一
断
面
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
、
長
尾
雨
山
筆
写
「
呉
昌
碩
六
三
園
紀
遊
詩
」
こ
れ
は
、
呉
昌
碩
が
作
っ
た
「
六
三
園
紀
遊
」
と
題
す
る
五
言
古
詩
を
、
雨
山
が
筆
写
し
、
句
点
、
圏
点
お
よ
び
評
語
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
呉
昌
碩
の
詩
集
で
あ
る
『
缶
廬
詩
』
『
缶
廬
集
』
に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
ず
は
翻
字
し
、
日
本
語
訳
を
付
し
て
お
く
。
六
三
卦
之
爻
、
園
名
取
乎
易
。
白
石
洵
有
学
、
功
大
見
開
闢
。
桜
花
方
盛
開
、
似
杏
色
加
澤
。
越
女
天
下
白
、
韓
句
頌
可
摘
。
長
尾
雨
山
と
六
三
園
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面
々
入
邱
壑
、
行
径
石
深
碧
。
梳
溝
通
洪
渠
、
沸
水
石
磧
。
鶴
与
鳧
遊
、
声
価
何
貶
格
。
中
有
蛟
龍
潜
、
雷
雨
乗
其
隙
。
世
界
太
荒
唐
、
劃
一
今
誰
責
。
群
盗
捜
金
銀
、
攫
人
取
魂
魄
。
人
真
鳥
不
如
、
此
語
痛
疇
昔
。
井
々
開
田
、
歴
々
置
木
石
。
老
仏
苔
作
衣
、
低
眉
已
成
癖
。
坐
視
大
劫
臨
、
不
度
一
切
厄
。
捫
心
悟
彼
法
、
毘
耶
異
剣
戟
。
聖
瑞
与
道
鄰
、
星
宿
上
天
謫
。
倚
酔
深
長
吁
、
消
渇
飲
霊
液
。
春
風
満
園
林
、
且
着
老
坡
屐
。
〔
六
三
は
八
卦
の
爻
で
、
園
名
は
易
経
か
ら
取
っ
て
い
る
。
白
石
は
ま
こ
と
に
学
問
が
あ
り
、
功
績
の
大
き
さ
は
世
の
開
闢
以
来
の
こ
と
。
桜
花
は
ま
さ
に
盛
ん
に
開
き
、
ま
る
で
杏
花
に
光
沢
を
加
え
た
よ
う
だ
。
杜
甫
の
い
う
越
女
の
よ
う
な
天
下
に
名
高
い
色
白
美
人
で
、
韓
の
詩
句
で
称
え
て
桜
桃
を
摘
も
う
。
各
々
丘
壑
に
入
り
、
小
道
を
行
く
と
石
は
深
い
緑
色
を
し
て
い
る
。
溝
を
梳
る
よ
う
に
堀
を
通
し
、
噴
き
出
し
水
が
石
の
多
い
川
原
を
っ
て
い
る
。
鶴
は
水
鳥
と
遊
ん
で
い
る
が
、
そ
の
声
価
は
ど
う
し
て
貶
め
ら
れ
よ
う
か
。
こ
の
中
に
は
蛟
龍
が
潜
ん
で
お
り
、
雷
雨
を
得
て
そ
の
機
に
乗
じ
る
。
世
界
は
あ
ま
り
に
も
で
た
ら
め
で
、
統
一
を
今
誰
に
求
め
る
の
か
。
群
れ
な
す
盗
賊
は
金
銀
を
捜
し
、
人
を
捕
ま
え
て
魂
魄
を
取
る
。
人
は
ま
こ
と
に
鳥
に
及
ば
な
い
の
か
、
こ
の
語
に
来
し
方
を
思
っ
て
心
を
痛
め
る
。
整
然
と
田
の
畔
が
開
か
れ
、
順
序
よ
く
木
と
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
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長尾雨山筆写「呉昌碩 六三園紀遊詩」（京都国立博物館寄託）
石
仏
は
苔
を
衣
に
し
、
頭
を
垂
れ
る
の
が
す
で
に
癖
に
な
っ
て
い
る
。
大
劫
が
臨
む
の
を
坐
視
し
、
一
切
の
厄
を
渡
ら
な
い
。
胸
に
手
を
置
き
か
の
法
を
悟
る
、
維
摩
経
は
武
器
で
は
な
い
と
。
開
国
の
君
が
生
ま
れ
る
瑞
祥
は
こ
の
道
と
近
く
、
星
が
天
か
ら
下
さ
れ
る
の
だ
。
酔
い
に
任
せ
て
深
く
嘆
息
し
、
渇
き
を
消
す
べ
く
唾
液
を
飲
み
込
む
。
春
風
が
園
林
に
満
ち
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
蘇
東
坡
の
下
駄
を
履
こ
う
と
し
て
い
る
。〕
次
に
、
雨
山
の
評
語
を
見
て
行
こ
う
。
ま
ず
、
「
似
杏
色
加
澤
」
に
圏
点
を
付
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
五
字
形
状
桜
花
妙
勝
於
趙
昌
、
銭
舜
挙
花
卉
図
。
〔
こ
の
五
字
は
桜
花
の
美
し
さ
が
宋
の
趙
昌
、
宋
末
元
初
の
銭
選
（
字
は
舜
挙
）
の
花
卉
図
に
勝
っ
て
い
る
の
を
形
容
し
て
い
る
。〕
つ
ま
り
、
六
三
園
に
咲
く
桜
花
は
、
花
卉
画
を
善
く
し
た
趙
昌
や
銭
選
が
画
く
杏
花
よ
り
も
美
し
い
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
詩
は
こ
の
後
に
、
「
越
女
天
下
白
」
と
続
く
が
、
こ
れ
は
唐
の
杜
甫
「
壮
遊
」
詩
の
一
句
で
、
西
施
に
代
表
さ
れ
る
越
の
女
性
の
美
し
さ
を
桜
花
に
比
し
て
い
る
。
ま
た
、「
韓
句
頌
可
摘
」
は
、
桜
桃
を
詠
じ
た
唐
の
韓
「
和
水
部
員
外
宣
政
衙
賜
百
官
桜
桃
」
詩
を
想
い
つ
つ
、
桜
桃
を
摘
む
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
雨
山
は
、
「
鶴
与
鳧
遊
、
聲
價
何
貶
格
。
中
有
蛟
龍
潜
、
雷
雨
乗
其
隙
。
世
界
太
荒
唐
、
劃
一
今
誰
責
。
群
盗
捜
金
銀
、
攫
人
取
魂
魄
。
人
真
鳥
不
如
、
此
語
痛
疇
昔
。」
を
指
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
以
下
十
句
別
有
寓
託
、
感
慨
殊
深
。
適
仮
園
中
鳥
籠
以
発
也
。
〔
以
下
の
十
句
は
別
に
寓
託
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
感
慨
は
と
り
わ
け
深
い
。
た
ま
た
ま
園
中
の
鳥
籠
に
借
り
て
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。〕
こ
れ
よ
り
、
六
三
園
に
は
鳥
籠
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
「
鶴
」
と
「
鳧
」
が
遊
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雨
山
は
、
こ
れ
を
見
た
呉
昌
碩
が
、
自
ら
の
思
い
を
「
寓
託
」
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
雨
山
の
い
う
「
感
慨
」
と
は
、
雨
山
が
常
に
親
し
ん
で
い
た
東
晋
の
王
羲
之
「
蘭
亭
序
」
に
見
え
る
「
及
其
所
之
既
惓
、
情
随
事
遷
、
感
慨
係
之
矣
〔
そ
の
行
き
つ
く
先
に
み
、
気
持
ち
も
事
情
に
つ
れ
て
移
り
変
わ
る
と
、
こ
れ
が
感
慨
に
つ
な
が
る
〕
」
の
よ
う
な
思
い
な
の
で
あ
ろ
う
。「
鶴
」
は
、
後
漢
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
に
「
鶴
鳴
九
皐
、
声
聞
于
天
〔
鶴
は
奥
深
い
沢
で
鳴
き
、
そ
の
声
は
天
に
聞
こ
え
る
〕
」
と
あ
る
特
別
な
鳥
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
、
そ
の
「
鶴
」
が
「
鳧
」
つ
ま
り
普
通
の
水
鳥
と
遊
ん
だ
と
し
て
も
声
価
は
貶
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
の
中
に
潜
む
と
い
う
「
蛟
龍
」
は
、
ま
だ
世
に
出
な
い
英
雄
の
喩
え
で
、「
雷
雨
」
つ
ま
り
機
を
得
て
覇
業
を
成
す
と
さ
れ
る
。
「
世
界
」
が
混
乱
す
る
中
で
、
統
一
を
図
ら
ん
と
す
る
英
雄
の
出
現
を
望
み
つ
つ
、
「
群
盗
」
に
「
金
銀
」
の
み
な
ら
ず
、「
魂
魄
」
ま
で
を
も
取
ら
れ
る
状
況
を
嘆
く
。
そ
し
て
、『
大
学
』「
伝
第
三
章
」
に
見
え
る
「
於
止
知
其
所
止
。
可
以
人
而
不
如
鳥
乎
〔
鳥
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
。
人
は
鳥
に
及
ば
な
く
て
も
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
」〕」
と
い
う
孔
子
の
語
を
世
に
投
げ
か
け
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
来
し
方
に
心
を
痛
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
雨
山
は
、「
老
佛
苔
作
衣
、
低
眉
已
成
癖
。」
を
指
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
感
慨
欲
抑
而
不
能
、
因
看
石
仏
又
発
。
〔
感
慨
を
抑
え
よ
う
と
し
て
も
で
き
ず
、
石
仏
を
見
た
こ
と
に
よ
り
ま
た
発
せ
ら
れ
て
い
る
。〕
つ
ま
り
、
世
を
憂
う
「
感
慨
」
が
抑
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
「
老
仏
」
つ
ま
り
「
石
仏
」
を
見
て
、
新
た
な
「
感
慨
」
が
発
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
呉
昌
碩
の
思
い
は
仏
教
の
世
界
に
飛
ん
で
い
る
。
呉
昌
碩
に
六
三
園
を
紹
介
し
た
、
弟
子
で
あ
り
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
王
一
亭
（
５
）が
仏
教
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
長
尾
雨
山
と
六
三
園
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呉
昌
碩
は
仏
教
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
雨
山
は
、「
捫
心
悟
彼
法
、
毘
耶
異
剣
戟
。」
に
二
重
圏
点
を
付
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
十
字
名
言
不
磨
。
〔
こ
の
十
字
は
名
言
に
し
て
不
滅
で
あ
る
。〕
つ
ま
り
、
雨
山
は
、
こ
の
仏
教
に
ま
つ
わ
る
「
感
慨
」
は
、
戦
い
を
否
定
す
る
方
向
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
絶
妙
の
十
字
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
末
尾
の
「
春
風
満
園
林
、
且
着
老
坡
屐
。」
に
も
二
重
圏
点
を
付
し
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
以
此
二
句
収
感
慨
。
且
字
無
量
意
味
。
〔
こ
の
二
句
を
も
っ
て
感
慨
を
収
め
て
い
る
。「
且
」
字
に
は
測
り
知
れ
な
い
意
味
が
あ
る
。〕
つ
ま
り
、
こ
の
末
尾
の
二
句
で
呉
昌
碩
は
、
六
三
園
に
遊
ん
で
い
る
現
実
に
戻
り
、
今
一
度
、
園
を
巡
る
べ
く
「
老
坡
屐
」
を
履
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
老
坡
屐
」
と
は
、
蘇
東
坡
つ
ま
り
宋
の
蘇
軾
が
、
あ
る
日
、
雨
に
遇
い
、
農
家
に
笠
と
屐
を
借
り
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
婦
人
や
子
供
に
笑
わ
れ
、
犬
に
ま
で
吠
え
ら
れ
た
と
い
う
、
南
宋
の
費
袞
『
梁
溪
漫
志
』
中
の
逸
話
に
見
え
る
下
駄
で
あ
る
。
文
人
の
典
型
た
る
蘇
軾
の
下
駄
を
履
く
と
は
、
文
人
の
姿
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
且
着
老
坡
屐
」
の
「
且
」
を
「
ま
さ
に
…
す
」
と
読
め
ば
、「
ま
さ
に
蘇
東
坡
が
履
い
た
よ
う
な
下
駄
を
履
こ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
も
し
、「
か
り
そ
め
に
」
と
読
め
ば
、「
か
り
そ
め
に
文
人
の
格
好
を
し
て
お
こ
う
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、「
し
ば
ら
く
」
と
読
め
ば
、「
し
ば
ら
く
文
人
に
な
っ
て
お
こ
う
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
雨
山
の
「
且
字
無
量
意
味
」
と
い
う
指
摘
は
な
ん
と
も
鋭
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
呉
昌
碩
「
六
三
園
紀
遊
」
詩
が
い
つ
作
ら
れ
、
雨
山
が
い
つ
筆
写
し
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
一
九
一
四
年
九
月
（
旧
暦
）
、
白
石
六
三
郎
が
六
三
園
で
呉
昌
碩
の
個
展
を
開
催
し
た
際
、
同
年
十
月
十
六
日
（
旧
暦
）
に
呉
昌
碩
が
作
っ
た
「
六
三
園
記
（
６
）」
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
。「
六
三
園
記
」
の
中
で
、
呉
昌
碩
は
、
再
折
而
北
、
有
楼
翼
然
、
攬
全
園
之
勝
、
吾
友
長
尾
雨
山
所
題
為
翦
淞
楼
也
。
今
年
秋
九
月
、
鹿
与
友
好
為
余
開
書
画
会
、
即
在
是
。
〔
更
に
折
れ
て
北
へ
行
く
と
、
鳥
の
両
翼
を
ひ
ろ
げ
た
か
の
よ
う
な
楼
が
あ
り
、
全
園
の
優
美
を
統
べ
て
い
て
、
わ
が
友
の
長
尾
雨
山
に
よ
っ
て
翦
淞
楼
と
題
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
秋
の
九
月
、
鹿
（
白
石
六
三
郎
）
と
友
人
達
が
私
の
た
め
に
書
画
会
を
開
い
て
く
れ
た
の
が
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
あ
る
。〕
と
記
し
、
六
三
園
の
主
楼
・
翦
淞
楼
の
題
書
者
と
し
て
雨
山
の
名
を
挙
げ
、
「
吾
友
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
六
三
園
で
開
か
れ
た
呉
昌
碩
の
個
展
は
、
記
念
す
べ
き
、
中
国
初
の
個
展
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
観
に
来
た
人
々
は
、
呉
昌
碩
を
書
画
家
と
思
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
実
は
、
呉
昌
碩
は
憂
国
の
「
感
慨
」
を
催
す
士
で
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
、
か
り
そ
め
に
文
人
の
格
好
を
し
、
し
ば
ら
く
文
人
に
な
っ
て
蘇
東
坡
風
の
文
人
書
画
を
作
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
雨
山
は
、
呉
昌
碩
「
六
三
園
紀
遊
」
詩
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
深
く
呉
昌
碩
の
胸
中
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
、
長
尾
雨
山
「
六
三
園
正
門
由
来
碑
文
」
草
稿
一
九
二
八
年
十
一
月
四
日
付
『
上
海
日
報
』
「
上
海
之
人
物
と
事
業
」
に
、
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
（
原
文
は
総
ル
ビ
。
一
部
句
読
点
を
補
っ
た
）。
明
治
四
十
二
年
、
総
領
事
館
が
改
築
せ
ら
れ
る
際
、
従
来
の
門
石
及
び

瓦
、
用
石
等
は
、
悉
く
支
那
人
に
払
下
ぐ
る
事
と
な
っ
た
が
、
之
を
聞
知
し
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た
る
白
石
氏
は
苟
且
に
も
帝
国
総
領
事
館
に
用
ひ
ら
れ
た
る
由
緒
深
き
門
石
を
支
那
人
に
渡
す
に
忍
び
ず
と
し
て
、
門
石
は
勿
論
、
瓦
、
鉄
扉
ま
で
時
の
永
滝
総
領
事
に
乞
ふ
て
之
を
大
切
に
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
、
六
三
花
園
正
面
入
口
の
石
門
こ
そ
実
に
当
時
総
領
事
館
の
門
石
で
あ
る
。
其
後
、
長
尾
雨
山
氏
の
来
滬
を
機
に
、
門
石
の
来
歴
を
刻
し
て
永
遠
に
之
を
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
云
ふ
。
こ
こ
に
見
え
る
、
雨
山
に
よ
る
「
門
石
の
来
歴
」
を
記
し
た
「
六
三
園
正
門
由
来
碑
文
」
草
稿
が
、
前
出
「
長
尾
雨
山
関
係
資
料
」
に
含
ま
れ
て
い
た
。
翻
字
し
、
日
本
語
訳
を
付
し
て
お
く
。
我
日
本
駐
滬
総
領
事
館
、
建
於
明
治
五
年
四
十
二
年
、
屋
朽
撤
而
重
建
之
。
白
石
君
請
得
其
門
移
諸
、
六
三
園
永
存
紀
念
、
総
領
事
永
瀧
公
曰
善
。
工
竣
乃
刻
其
由
、
以
傳
於
後
。
長
尾
甲
題
識
。
〔
我
が
日
本
の
駐
上
海
総
領
事
館
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
建
て
ら
れ
て
か
ら
四
十
二
年
に
及
び
、
屋
舎
老
朽
の
た
め
撤
去
し
て
こ
れ
を
重
建
し
た
。
白
石
君
は
そ
の
門
を
こ
こ
に
移
し
、
六
三
園
で
永
く
保
存
し
て
記
念
し
た
い
と
請
い
、
総
領
事
の
永
瀧
公
は
そ
れ
を
認
め
た
。
工
事
が
終
わ
っ
た
の
で
そ
の
由
縁
を
刻
し
、
後
の
世
に
伝
え
る
こ
と
と
す
る
。
長
尾
甲
が
題
識
し
た
。〕
こ
こ
に
は
記
年
は
な
い
が
、
「
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
四
十
二
年
」
か
ら
、
一
九
一
四
年
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
は
、
門
石
も
、
刻
石
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
こ
の
草
稿
を
確
認
し
得
た
の
は
僥
倖
で
あ
っ
た
。
当
時
の
六
三
園
正
門
を
撮
影
し
た
写
真
を
、
小
堀
倫
太
郎
編
『
写
真
集
懐
か
し
の
上
海
』（
一
九
八
四
、
四
、
二
〇
初
版
一
九
九
五
、
一
一
、
一
新
装
版
国
書
刊
行
会
）
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
こ
こ
に
か
ろ
う
じ
て
門
柱
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
六
三
園
」
と
黒
地
に
白
字
で
書
か
れ
た
垂
れ
幕
が
見
え
る
が
、
書
風
か
ら
お
そ
ら
く
雨
山
の
揮
毫
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。雨
山
は
、
六
三
園
を
舞
台
に
、
呉
昌
碩
を
は
じ
め
と
す
る
文
人
達
と
交
流
し
、
六
三
園
の
名
声
を
高
め
た
。
主
人
の
白
石
六
三
郎
が
、
主
楼
の
題
字
や
門
柱
の
来
歴
を
雨
山
に
依
頼
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
六
三
園
に
ま
つ
わ
る
長
尾
雨
山
自
筆
資
料
二
件
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
山
が
六
三
園
を
舞
台
に
行
っ
た
日
中
文
化
交
流
の
一
断
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
雨
山
は
、
敬
愛
す
る
呉
昌
碩
の
胸
中
ま
で
理
解
し
て
交
流
し
、
雨
山
そ
し
て
呉
昌
碩
を
尊
敬
し
た
白
石
六
三
郎
が
、
六
三
園
と
い
う
舞
台
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な
文
人
交
流
が
実
現
し
て
い
た
。
今
回
、
こ
れ
を
雨
山
自
筆
資
料
に
よ
り
論
証
で
き
た
こ
と
が
本
稿
の
意
義
で
あ
っ
た
と
思
う
。
長
尾
雨
山
と
六
三
園
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長尾雨山「六三園正門由来碑文」草
稿（京都国立博物館寄託）
注
（
1）
長
尾
雨
山
は
、
通
称
を
槙
太
郎
、
名
を
甲
、
字
を
子
生
と
い
い
、
雨
山
、
石
隠
、
无
悶
と
号
し
た
。
讃
岐
高
松
の
人
。
東
京
大
学
古
典
講
習
科
を
卒
業
後
、
学
習
院
教
師
を
経
て
文
部
省
専
門
学
務
局
に
勤
務
し
、
岡
倉
天
心
の
依
頼
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
に
兼
勤
し
た
後
、
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
同
僚
と
な
っ
た
夏
目
漱
石
の
漢
詩
を
添
削
し
て
い
る
。
次
い
で
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
と
な
る
が
、
い
わ
ゆ
る
教
科
書
疑
獄
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
、
無
実
の
罪
で
東
京
高
師
を
辞
職
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
、
上
海
に
渡
り
、
商
務
印
書
館
に
勤
務
し
た
。
商
務
印
書
館
で
は
、
主
に
教
科
書
編
纂
に
あ
た
り
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
中
国
に
伝
え
、『
最
新
国
文
教
科
書
』『
共
和
国
教
科
書
』
な
ど
を
校
訂
し
た
。
ま
た
、
劉
炳
照
と
共
に
上
海
で
詩
会
を
興
し
、
隣
人
と
な
っ
た
呉
昌
碩
の
紹
介
で
、
西
印
社
社
友
に
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
岡
倉
天
心
の
委
嘱
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
鑑
査
委
員
と
な
り
、
高
度
な
日
中
米
文
化
交
流
を
現
出
し
た
。
一
九
一
四
年
十
二
月
、
上
海
在
住
足
か
け
十
二
年
、
実
質
十
一
年
で
帰
国
し
、
京
都
に
寄
寓
、
平
安
書
道
会
副
会
長
な
ど
を
つ
と
め
、
在
野
の
学
究
と
し
て
尊
敬
を
集
め
た
。
な
お
、
雨
山
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
、
杉
村
邦
彦
「
有
関
長
尾
雨
山
的
研
究
資
料
及
其
韻
事
若
干
」
〔
中
文
〕
（
『
西
印
社
九
十
周
年
論
文
集
・
印
学
論
談
』
一
九
九
三
、
一
〇
西
印
社
出
版
社
所
収
）、
同
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交
友
」
第
一
～
一
五
回
（『
墨
』
第
二
六
～
一
二
九
号
一
九
九
五
、
一
〇
、
一
～
一
九
九
八
、
二
、
一
芸
術
新
聞
社
所
収
）
が
、
雨
山
と
教
科
書
疑
獄
事
件
に
関
す
る
研
究
に
、
本
照
雄
『
清
末
小
説
閑
談
』（
一
九
八
三
、
九
、
二
〇
法
律
文
化
社
）、
同
『
初
期
商
務
印
書
館
研
究
増
補
版
』（
二
〇
〇
四
、
五
、
一
清
末
小
説
研
究
会
）
が
あ
る
。
（
2）
長
尾
雨
山
と
呉
昌
碩
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
呉
昌
碩
研
究
』（
二
〇
〇
九
、
二
、
二
七
研
文
出
版
）
、
拙
稿
「
長
尾
雨
山
と
呉
昌
碩
」
（
『
中
国
文
化
』
第
七
二
号
二
〇
一
四
、
六
、
二
八
中
国
文
化
学
会
）
」
、
同
「
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山
の
上
海
愛
而
近
路
の
旧
居
に
つ
い
て
」
（
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
』
第
四
九
号
二
〇
一
七
、
三
、
二
〇
大
妻
女
子
大
学
）」、
同
「
長
尾
雨
山
与
呉
昌
碩
交
誼
的
原
点
漢
長
生
未
央
及
其
題
詩
〔
中
文
〕」『
第
五
届
孤山
証
印
西
印
社
国
際
印
学
峰
会
論
文
集
』（
二
〇
一
七
、
一
〇
西
印
社
出
版
社
）、
拙
著
『
呉
昌
碩
と
日
本
人
士
』
（
二
〇
一
九
、
七
、
五
「
O
tsu
m
a
eB
o
o
k
」
大
妻
女
子
大
学
人
間
生
活
文
化
研
究
所
）
等
で
論
じ
た
。
（
3）
白
石
六
三
郎
お
よ
び
呉
昌
碩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
拙
著
『
呉
昌
碩
研
究
』
、
同
『
呉
昌
碩
と
日
本
人
士
』
等
で
論
じ
た
。
ま
た
、
拙
稿
「
六
三
園
逸
聞
」
（『
大
妻
国
文
』
第
二
十
八
号
一
九
九
七
、
三
、
一
五
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
）
で
、
六
三
園
に
関
す
る
逸
聞
を
紹
介
し
た
。
（
4）
呉
孟
晋
『
長
尾
雨
山
の
中
国
書
画
受
容
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
（
平
成
二
七
―
二
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
若
手
研
究
研
究
成
果
報
告
書
二
〇
一
八
、
三
、
三
〇
京
都
国
立
博
物
館
）
参
照
。
（
5）
王
一
亭
と
呉
昌
碩
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
拙
著
『
呉
昌
碩
研
究
』
で
論
じ
た
。
（
6）
呉
昌
碩
「
六
三
園
記
」
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
拙
著
『
呉
昌
碩
研
究
』
で
論
じ
た
。
付記
	資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
長
尾
家
と
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
調
査
国
際
連
携
室
室
長
・
呉
孟
晋
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
は
、
令
和
二
年
度
大
妻
女
子
大
学
戦
略
的
個
人
研
究
費
「
長
尾
雨
山
「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
研
究
」（
研
究
代
表
者

松
村
茂
樹
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
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